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令和７年度 全国学力・学習状況調査 忠岡町結果概要公表について
（１）調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、

○全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

○そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

（２）対象学年

○小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、支援学校小学部第６学年

〈大阪府（公立）実施対象校数・児童数 971校・68,102人〉

○中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、支援学校中学部第３学年

〈大阪府（公立）実施対象校数・生徒数 470校・65,298人〉

（３）調査内容

①教科に関する調査 ・小学校等 【国語・算数・理科】 ・中学校等 【国語・数学・理科】

②質問調査 ・児童生徒に対する調査 ・学校に対する調査

（４）実施日

令和７年４月１７日（木） ※中学校理科は、4/14～4/17の期間内で指定日に実施

（５）今年度調査の特徴

※教科に関する調査は、国語、算数、数学、理科を実施（中学校理科は、CBT・IRT方式にて実施）

※児童生徒質問調査は、原則全ての児童生徒を対象に、オンライン方式により実施

※紙面で実施する調査の後日実施は、４月１８日（金）から４月３０日（水）まで実施

（６） 調査を実施した忠岡町の実施校数・児童生徒数

○実施校数 ・小学校：２校 ○児童生徒数 ・小学校：111人

・中学校：１校 ・中学校：国語105人・数学106人・理科108人 2



令和７年度全国学力・学習状況調査実施要領に基づき、次の点に配慮し公表する。

 ○忠岡町教育委員会は、保護者や地域の住民に対し、町内における教育及び教育施策に関する説明責任を果たす観点から、調査結果を公表す
る。

 ○本調査の目的及び調査結果が学力や学習状況、生活状況の特定の一部分である。

 ○学校ごとの児童生徒の学力の結果が明らかになる公表は行わない。

 ○本町は、公立中学校が１校であるため、町教育委員会において公表することが、学校単位の公表となるため、中学校の学力の結果は非公表
とする。

 ○本町の特徴的な課題と改善方策を公表する。

全体の概要についてⅠ（学力に関する調査より）

公表に関する配慮事項について
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○【小学校国語】「話すこと・聞くこと」「書くこと」に関する問題については概ねできている。

言語に関する知識・技能や、「読むこと」では、目的に応じて文章と図表などを結び付けるなどして必

要な情報を見つけることに課題。

○【小学校算数】資料から必要な情報を選び数量関係を式に表し計算すること、図形ついての理解、基本図形に分割す

ることができる図形の面積の求め方を記述することは、正答率が全国・大阪府よりも高くなっている。

「データの活用」の領域では、目的に応じてデータを選択し、その理由を記述することに課題。

○【小学校理科】「地球」を柱とする領域では、土の粒の大きさによって水のしみ込み方に違いがあることについては概

ね理解している。

電気を通す金属、電磁石の強さ、乾電池のつなぎ方など理科に関する基礎的な知識・技能の習得に課題。

○【中学校国語】語彙の理解や、「読むこと」では、表現の効果について根拠を明確にして考えることは、正答率が全

国・大阪府よりも高くなっている。

「書くこと」では、読み手の立場に立ち自分の考えが分かりやすく伝わるように文章を書くことに課題。

○【中学校数学】図形に関する用語の意味などは概ね理解できている。

「数と式」「データの活用」の領域では、基礎的な知識と数学的な表現を用いて説明することに課題。

○【中学校理科】電気回路の電流・電圧と抵抗や熱量に関する知識・技能を問う問題については概ねできている。

呼吸を行う生物、生命を維持する働きに関する知識について課題。



①【自ら考え取り組む子を育てる】「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」

全体の概要についてⅡ（学習状況に関する調査より）
～忠岡町令和７年度の重点取り組みにかかる概要～

小学校 中学校

小学校においては、肯定的評価「当てはまる」の割合が、全国・大阪府に比べて高く、成果が見られる。
中学校においては、肯定的評価「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合が、全国・大阪府に比べて低く、課題が見られる。

② 【自ら考え取り組む子を育てる】 「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かしたりすることができると思いますか」

中学校小学校

小学校においては、肯定的評価「当てはまる」の割合が、全国・大阪府に比べて高く、成果が見られる。
中学校においては、肯定的評価「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合が、全国・大阪府に比べて低く、課題が見られる。
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③【授業で自分の考えをまとめ説明や発表ができる子どもをふやす】「各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか」

④ 【授業で自分の考えをまとめ説明や発表ができる子どもをふやす】「自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか」 

中学校小学校

小学校においては、肯定的評価「当てはまる」の割合が、全国・大阪府に比べて高く、成果が見られる。
中学校においては、肯定的評価「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合が、全国・大阪府に比べて低く、課題が見られる。

小学校においては、肯定的評価「当てはまる」の割合が、全国・大阪府に比べて高く、成果が見られる。
中学校においては、肯定的評価「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合が、全国・大阪府に比べて低く、課題が見られる。

小学校 中学校

全体の概要についてⅡ（学習状況に関する調査より）
～忠岡町令和７年度の重点取り組みにかかる概要～
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⑤【授業で自分の考えをまとめ説明や発表ができる子どもをふやす】「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか」

⑥【授業内容がわかる子どもをふやす】「国語・算数（数学）の授業の内容はよくわかりますか」・・・国語・算数（数学）の合算データ

中学校小学校

小学校においては、肯定的評価「当てはまる」の割合が、全国・大阪府に比べて高く、成果が見られる。
中学校においては、肯定的評価「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合が、全国・大阪府に比べて低く、課題が見られる。

小学校・中学校ともに、肯定的評価「当てはまる」の割合が、全国・大阪府と比べて高くなっており、成果が見られる。

小学校 中学校

全体の概要についてⅡ（学習状況に関する調査より）
～忠岡町令和７年度の重点取り組みにかかる概要～
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⑦【自分にはよいところがあると思う子どもたちを育てる】「自分には、よいところがあると思いますか」

小学校 中学校

小学校においては、肯定的評価「当てはまる」の割合が、全国・大阪府に比べて高く、成果が見られる。
中学校においては、肯定的評価「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合が、全国・大阪府に比べて低く、課題が見られる。

全体の概要についてⅡ（学習状況に関する調査より）
～忠岡町令和７年度の重点取り組みにかかる概要～

⑧【人の役に立つ人間になりたいと思う子どもたちを育てる】「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」

小学校 中学校

小学校・中学校ともに、肯定的評価「当てはまる」の割合が、全国・大阪府と比べて高くなっており、成果が見られる。
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○忠岡町授業改善推進事業（全小・中学校）・・・小・中学校における教育内容の充実と指導方法の工夫改善を図っています。

○学ぶ楽しさを育む推進事業（小１・２）・・・小学校１・２年生児童に落ち着いた学習環境の提供と基礎的・基本的な内容の確実な定着を図っています。

○忠岡町きめ細やかな指導のための講師配置事業（全小学校）・・・きめ細やかな指導を行うため、非常勤講師を配置して、少人数学級編制を実施しています。

○学力向上サポーター配置事業（小３・４）・・・基礎・基本の定着を図り、「確かな学力」を育むためのきめ細やかな学習支援を行っています。

○小学校読書活動推進事業（全小学校）・・・小学校に司書を配置し子どもたちの興味関心を高め、本に接する機会を増やしています。

○学力検査CRT（小３・４）・・・児童の基礎・基本における学習のつまずきの把握と効果的な指導につなげています。

○小・中学校児童生徒学校生活意識調査〈Hyper-QU〉（小５・中２）・・・よりよい学級集団づくりに向けた課題を把握することにつなげています。

○授業力向上支援・・・教員の授業力向上に向けた授業観察、及び指導・助言を行っています。

○授業力向上のための教員研修・・・教科・領域・校種の枠をこえた授業改善と校内研修を活性化につなげています。

○忠岡町授業改善に向けての連絡会・・・学力にかかわる情報共有と各校における学力向上を推進しています。

○小・中学校生徒指導連携会議・・・小・中学校の9年間を見通した取組の共有と連携を推進しています。

○忠岡町英語教育推進事業・・・外部講師による町立小学校２年生の希望者を対象としたイングリッシュレッスンの提供等を行っています。

忠岡町における学力・学習状況に関する施策

8



忠岡町立忠岡小学校



小学校 国語 資料を基に、詳しく文章を書く。

成果が見られる設問

２－三

正答率が、全国と同程度

考えられる成果
●与えられた条件を理解
する力

●資料を読み取り文章化
する力

これからの指導の方向性

☆力試しテストだけでなく、授業の中でも、国語以外の
教科でも、条件を付けた文章を書くことをつづけていく。
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小学校 国語 構成の工夫を選択する

課題が見られる設問

２－一

正答率が、全国と比べ低い

考えられる課題

●文章の構成の意味を
理解していない。

●構成を意識して文章を
書いたり読んだりしていな
い。

これからの指導の方向性

☆説明する文章では、構成を工夫することによって、読
み手により分かり易いものになることを実感させる。

☆推敲する際に、文章の構成にも着目させるようにす
る。
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成果が見られる設問
４－（２）

小学校 算数 必要な事柄を判断し、求め方を書く

考えられる成果

●求めるのに必要な数値
をよみとり立式する力

これからの指導の方向性

☆記述であっても算数では記号的表現（式）が大切であることを、今後も確
認しながら、問題解決に取り組ませることを続ける。

☆解決するために必要な数値をよみとる問題を意図的に宿題として取り組
ませる。

正答率が、全国より高い



課題が見られる設問
３－（３）

小学校 算数 必要な事柄を判断し、求め方を書く

考えられる課題

●分数の基本的な意味
の確実な理解ができてい
ない。

これからの指導の方向性

☆分数の意味理解の徹底を図る。

☆これまでに学習した内容を宿題プリントなどで復習を行う。

正答率が、全国より低い



児童アンケート

課題が見られる設問
（17）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜
日）、1日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。

（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教
わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も
含む。）

全くしない及び30分未
満の割合が
23.1%と、全国と比べて
高い。

考えられる課題

●学習習慣が身について
いない児童が多い。

これからの指導の方向性

宿題などを工夫し、毎日の学習習慣を全ての児童が身に着けられるように
取り組みを進める。



課題が見られる設問
（21）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜
日）、1日当たりどれくらいの時間、読書をしますか。

（電子書籍の読書も含む。教科書や参考書、漫画や雑
誌は除く。）

全国と比べ、読書を全く
しない児童の割合が高
い。

（４１ ％）

考えられる課題

●読書の習慣がない児童
が多い。

これからの指導の方向性

音読の宿題の代わりに、読書を宿題にする。
図書の時間を有効活用して、読書の機会や考えの交流を増やす。

児童アンケート



成果が見られる設問
（29-3）あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を

使って情報を整理する（図、表、グラフ、思考ツールな
どを使ってまとめる）ことができると思いま
すか

全国と比べ、肯定的回
答の割合が高い。

84.6％

考えられる成果

●ICTを使って情報整理が
出来ている。

これからの指導の方向性

いろんな教科で積極的にＩＣＴ機器を使って情報を整理する機会を設ける。

児童アンケート



成果が見られる設問

（３３）５年生までに受けた授業では、各教科などで学
んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を
行っていましたか

全国と比べ、肯定的回
答の割合が高い。

94.9％

考えられる成果

●総合的な学習の時間な
どで、まとめ、発表する活
動を行うことができている。

これからの指導の方向性

各教科などで学んだことを生活に生かしたり、総合的な学習の時間などでま
とめる活動を行う機会をこれまで以上に意識して増やしていく。

児童アンケート



成果が見られる設問
（35）学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすること
ができていますか

全国と比べ、肯定的回
答の割合が高い。

89.7％

考えられる成果

●考えを深める話し合い
ができている。

これからの指導の方向性

学習の中で話し合う活動を多く取り入れ、自ら学びに向かう態度を育ててい
くとともに、内容をより深められるようにする。

児童アンケート



成果が見られる設問
（７）将来の夢や目標を持っていますか

全国と比べ、肯定的回
答の割合が高い。

97.4％

考えられる成果

●将来を考えて学習に取
り組む児童が多い。

これからの指導の方向性

今後も学習の動機づけを意識させ、将来の夢や目標ををもって、少しずつ努
力を重ねていく大切さを考えさせる指導を続けていく。

児童アンケート



成果が見られる設問

（４３）道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級
やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいま
すか

全国と比べ、肯定的回
答の割合が高い。

100％

考えられる成果

●道徳の授業での深め
合いが出来ている。

これからの指導の方向性

今後も、研修や交換授業などを多く実施し、より深まるよう、発問などの質を
を上げられるようにしていく。

児童アンケート



忠岡町立東忠岡小学校



小学校 国語 【資料１】を読み返して言葉の変化
について自分が納得したことを、【資料２】、【資料
３】、【資料４】に書かれていることを理由にしてまと
めて書く

課題が見られる設問

正答率 37.0％
無解答率 30.1％

正答率が、全問中最も低
く、無解答率が、全問中
最も高い。

考えられる課題
●情報を取捨選択する力

●目的に応じて、文章と
図表などを結び付ける力

これからの指導の方向性
・シンキングツールを活用して情報を分類し、要点をお
さえる練習をする。

・学習指導要領にもあるように、低学年は文章の中の
重要な語や文を考えて選び出し、中学年は目的を意識
して，中心となる語や文を見付けて要約し、高学年は
目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして
必要な情報を見付けたり、論の進め方について考えた
りするというステップアップを踏んでいく。

・社会などの他の教科でも表の読み取りを行い、表と
文章を結び付ける活動を増やしていく。

３
三
（２
）

木
村
さ
ん
は
、
【資
料
１
】を
読
み
返
し
て
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
自
分
が
一
番

な
っ
と
く
し
た
こ
と
を
、
【資
料
２
】、
【資
料
３
】、
【資
料
４
】に
書
か
れ
て
い
る
こ

と
を
理
由
に
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

あ
な
た
が
木
村
さ
ん
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
す
か
。
次
の
条
件
に
合
わ
せ

て
書
き
ま
し
ょ
う
。

〈条
件
〉

○

言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
な
っ
と
く
し
た
こ
と
を
【資
料
１
】か
ら
言
葉
や
文
を

取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。

○

な
っ
と
く
し
た
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由
を
【資
料
２
】、
【資
料
３
】、
【資
料
４
】の
中
か
ら
選
び
、

言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。



小学校 国語 【ちらし】の文章の構成の工夫を説
明したものとして適切なものを選択する 成果が見られる設問

正答率 69.9％
無解答率 0.0％

正答率が、全国よりも
4.4％高い

考えられる成果
●内容のまとまりで段落
をつくったり、段落相互の
関係に注意したりして、文
章の構成を考える力

これからの指導の方向性
・引き続きはがき新聞を活用し、文章を要約する機会
を多く設ける。

・タブレット学習が多くなる中で、文章を読む（読書）機
会を多く設ける。

・低学年から、初め、中、終わりの文章構成を身に付け
させ、高学年の序論、本論、結論の文章構成へとつな
げていく。

２
一山

田
さ
ん
は
、
文
章
の
構
成
を
く
ふ
う
し
て
【ち

ら
し
】を
書
い
て
い
ま
す
。
山
田
さ
ん
が
文
章
の
構

成
を
ど
の
よ
う
に
く
ふ
う
し
て
い
る
か
を
説
明
し

た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら

４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き

ま
し
ょ
う
。



小学校 算数 数直線上に示された数を分数で書く

課題が見られる設問
３（３）

次の数直線のア、イの目もりが表す数を分数で書きま
しょう。

正答率 24.7％
無解答率 12.3％

考えられる課題

●数直線上で、１の目盛
りに着目し、分数を単位
分数の幾つ分として捉え
ること。

これからの指導の方向性
・低学年から数直線を活用し、自分で数直線をかけるようにする。
・分数を実物を通して実感できる活動を取り入れる。

・テープ図やリットルます図と数直線図を結びつけて考える「量から数へのステップ」
を繰り返し行い、視覚的に分数の意味を考えさせる活動を行う。

正答率が、全国平均より低い
無解答率が、全国より高い
（正答率 大阪35.4% 全国35.0%）
（無解答率 大阪7.9% 全国7.8%）



小学校 算数 方眼上の五つの図形の中から、台形を選ぶ

成果が見られる設問
２（２）
わかなさんは、方眼紙に下の１から５までの四角形を
かきました。
下の１から５までの中
で、台形はどれですか。
３つ選んで、その番号を
書きましょう。

正答率 58.9％
無解答率 1.4％

考えられる成果

●台形の意味や性質につ
いて理解している。

これからの指導の方向性

・タブレットを活用し、平面図形や空間図形の特徴を視覚的にとらえ、理解できるよう
にする。

・図形の学習においては、どの学年でも実物を活用し、実際に図形を動かす活動を取
り入れる。

・図形の基礎知識をもとに、平行や垂直、角度や面積などの応用問題に取り組む活
動を取り入れる。

正答率が、全国平均より
高い（大阪 50.4% 全国
50.2%）



児童アンケート

課題が見られる設問
（17）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜
日）、1日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学

習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっ
ている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含
む）。

「3時間以上」が21.1％に対して、「30分より少ない」「全くしない」
が合わせて34.2％と差が大きい。

考えられる課題

●勉強している児童と、
勉強をしていない児童の
差が大きく二極化してい
る。

これからの指導の方向性

・タブレットの持ち帰りを増やし、インターネットや学習支援ソフト等を活用した学習
の時間を増やしていく。
・「家庭学習チャレンジ週間」を活用し、家庭と連携しながら目安の1時間(学年×１０
分)を意識づけさせる。



課題が見られる設問
（21）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜
日）、1日当たりどれくらいの時間、読書をしますか

（電子書籍の読書も含む。教科書や参考書、漫画や
雑誌は除く）。

「全くしない」が43.4％で、「10分より少ない」も合わせると
63.1％になる。（全国46.6％）

考えられる課題
●読書の習慣がない。

これからの指導の方向性
・図書の時間を毎週確保し、じっくり本を読む時間を取る。

・学校司書と連携を図り、図書の時間に読み聞かせ等を実施し、本への興味関心
を高める。
・いろんな教科でタブレットだけでなく、本を活用した取り組みを行っていく。

・「家庭学習チャレンジ週間」に今後も継続して取り組み、より家庭での読書に対す
る意識を児童・保護者ともに高められるようにする。

児童アンケート



成果が見られる設問
（29-4）あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を

使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作
成することができると思いますか。

「とてもそう思う」が59.2％で全国よりも20％以上高く、「そう思う」
を合わせると90％以上になる。

考えられる成果

●タブレット活用の充実。

これからの指導の方向性
・質問28を見ると、タブレットの使用頻度は、全国と比べても差はあまりないが、この

設問は全国よりも大きく上回っている。効果的にタブレットを活用できていることがわ
かる。引き続き、タブレットを有効的に活用するために、教材等を精査して取り組ん
でいく。
・3校で共有している情報活用能力を再度校内で共有し、各学年でタイピングやプレ
ゼンテーションの練習に取り組んでいく。

児童アンケート



成果が見られる設問
（33）5年生までに受けた授業では、各教科などで学ん

だことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を
行っていましたか。

「とてもそう思う」が48.7％で全国よりも20％高い。

考えられる成果

●はがき新聞の活用。

これからの指導の方向性
・「ふりかえり」の仕方を再度確認し、ふりかえりの充実を図る。
・はがき新聞を活用し、いろんな教科で自分の考えをまとめる活動を取り入れていく。
・自分の考えを伝えたり、他者の考えを知る手立てとして、ICTを積極的に活用して
いく。
・思考ツールを活用し、自分の考えをまとめる手段を身につけさせる。

児童アンケート



成果が見られる設問
（35）学級の友達との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いた
りすることができていますか。

「当てはまる」、「どちらかといえば当てはまる」を合わせると90％以上になる。昨年
度は75.9％で全国よりも低かったが、今年度は全国を大きく上回っている。

考えられる成果
●ビブリオバトルの実施。
●話し合いのルールの徹底。

これからの指導の方向性

・話し合いのルールを低学年から徹底して取り組む。
・ペア、グループ、クラス全体など場面に合わせた様々な形での話し合いを実施して
いく。
・ビブリオバトルを継続的に取り組んでいく。
・学級力向上プロジェクトの中で、「スマイルタイム」を実施し、自己理解と他者理解
を進めていく。
・話し合い後に、自分の考えの深まりや新たな気付きを実感できるような振り返りの
時間を設定する。

児童アンケート



児童アンケート

成果が見られる設問
（5）自分には、よいところがあると思いますか。

「当てはまる」が65.8％で、全国よりも
大きく上回っている。（全国47.3％）

考えられる成果
●縦割り活動（3年目）な

どを通して、自己肯定感
が高くなった。

これからの指導の方向性
・縦割り活動も3年目に入り、「レインボータイム」の取り組みを通して、成功体験

や自分の役割意識を感じられる場が増えた結果、自己肯定感・自己有用感を
高めることができている。引き続き縦割り活動を通して、自己肯定感・自己有用
感を高めていく。

・「ほめる」だけでなく、「理由を持ってほめる」であったり、校内で取り組んでい
る「学級力向上プロジェクト」を推進し、学級の中で自分が輝ける機会をたくさん
設け、自分のよさのみならず、学級の友だちのよさを見つけることで相乗効果
を促していく。



課題が見られる設問
（国1）今回の国語の問題では、解答を文章で書く問題

がありました。それらの問題について、どのように解答
しましたか。

「書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中であきらめたりした
ものがあった」が23.3％と高い。（全国14.3％）

考えられる課題

●書くことに苦手意識を
持っている児童が多い。

これからの指導の方向性

・書く問題について苦手意識を持つ児童が多いので、普段の授業から書く活動を効
率的に取り入れていく。
・文の組み立ての型を提示し、文の書き進め方の練習をしていく。
（結論→根拠など）
・朝学習などを通して、文字数制限の中で記述する活動に慣れさせる。

児童アンケート



忠岡町立忠岡中学校



中学校 国語 説明したものとして適切なものを選択する
成果が見られる設問

考えられる成果

●物語の内容を正しく
読み解く力

●表現の効果について
根拠を明確にして
考える力

これからの指導の方向性

●物語の全体構成や、場面の展開などをとらえる学習
活動を行う。
●場面の展開と、登場人物の心情の変化、行動描写
などを関連づけて読む指導を行う。

正答率 ８３．８％
無解答率 ０％

正答率が大阪府・全国平
均より高く、無解答者なし

大阪府：７９．３％
全国：８０．０％

３

一



正答率 １３．３％
無解答率 ３．８％

考えられる課題

●条件を理解し、解答する力
●自分の考えを明確にして書く力

これからの指導の方向性

●文章内容、問われている内容を正
しく捉える。その上で、自分の考えを
根拠をもとに説明する力を育てる。

●考えを表現する力を育てるため、
記述問題に触れる機会を増やしてい
く。

大阪府と比べ、正答率に一番の差が
あった問題（ 差－１４.５％ ）

中学校 国語 自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書く

課題が見られる設問

１



中学校 数学 多角形の外角の意味を理解しているかどうかをみる

成果が見られる設問

３

正答率 ５６.６％
無解答率 ６.６％

考えられる成果
●多角形の外角の意味
を理解している。

これからの指導の方向性

●既習事項を単なる知識に留めることなく、角度を求める問題においてどのように
利用することができるのかが重要である。知識を角度を求める複雑な問題へつな
ぐことができるよう、しっかりと判断ができる授業づくりを進めていきたい。
●小テストなどで、類似問題に触れながら繰り返し取り組んでいく。

正答率が大阪府平均に
比較的近い

大阪府：６０.７％
全国：５８.１％



中学校 数学 事柄が常に成り立つとは限らないことを説明する場面において、
反例をあげることができるかどうかをみる。

課題が見られる設問

 ６

正答率 ４４.３％ 無解答率 １７.０％

考えられる課題
●比較的長い文章の問題の時、何を問
われているのか、何を解答しないとい
けないのかが解っていない。
●反例をあげての説明に慣れていない。

これからの指導の方向性

●比較的長い文章の問題の時、重要
な語句を抽出し、何を問われているの
か、何について解答しなくてはならない
のかを判断できる力を育成する必要が
ある。

●反例をあげる等、根拠を示し、事柄
について論理的に説明する力をつける
ことができる授業づくりに努める。

全国と比べ、正答率に一番差のあった
問題（差－１８.５％）



生徒アンケート

成果が見られる設問
（９）いじめは、どんな理由があってもいけないことだと

思いますか。

考えられる成果

●いじめに対して、正しい
理解が身についている。

これからの指導の方向性

●肯定的回答が９６．２％となっており、学校として取り組んでいる「いじめについて

考えよう週間」など活動が生徒自身が「いじめは絶対に許されるものではない」とし
た正しい理解が浸透していると考えられる。しかし、昨年度に比べ、肯定的回答が

減少傾向であるため（昨年度：９７．５％）、班活動を中心とした仲間づくりを進め、安
心できる学習環境、学級づくりにつなげていく。

当てはまる どちらかと言えば、当てはまる どちらかと言えば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答

忠岡中学校 82.2 14.0 2.8 0.0 0.0 0.9

全国 77.1 18.8 2.7 0.8 0.0 0.5



生徒アンケート

成果が見られる設問
（２７）地域や社会をよくするために何かしてみたいと

思いますか。

考えられる成果

●郷土愛の醸成
●社会貢献への意識の
向上

これからの指導の方向性

●強肯定回答が全国平均を上回っている（忠岡中学校：２４．３％、全国：２２．４％）。
学校で取り組んでいるキャリア教育等を通じ、将来に目を向ける意識が育ってきてい
ると考えられる。地域と連携したクリーンキャンペーンなど、自分たちの行った行動が
地域・社会にどのような効果をもたらすのか子どもたち自身に体験させながら考える
機会を与え ていくことを検討していく。

当てはまる どちらかと言えば、当てはまる どちらかと言えば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答

忠岡中学校 24.3 42.1 23.4 9.3 0.0 0.9

全国 22.4 52.9 18.8 5.6 0.0 0.3



生徒アンケート

課題が見られる設問
（17）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜
日）、1日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。

（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教
わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も
含む。）

考えられる課題

●全くしないと回答してい
る生徒が、１５％もいる。

これからの指導の方向性

●普段から勉強に取り組んでいる時間が全くないと回答した生徒の割合が全国と
比べて高い（忠岡中： １５.０％、全国：７．７％）。普段から３時間以上勉強に取り組
んでいる生徒の割合は、全国比と大きな差はない（忠岡中：９．３％、全国：９.９％）。

家庭学習定着に向け、一人一台タブレットの活用など取り組んでいく。また、進路
学習を通じて、勉強をする意味を位置づけ、勉強を全くしない生徒の割合を減らし
ていく。

3時間以上 2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない 30分以上、1時間より少ない 30分より少ない 全くしない その他 無回答

忠岡中学校 9.3 16.8 22.4 15.9 19.6 15.0 0.0 0.9

全国 9.9 20.9 30.8 19.1 11.3 7.7 0.0 0.4



成果が見られる設問
（21）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜
日）、1日当たりどれくらいの時間、読書をしますか。

（電子書籍の読書も含む。教科書や参考書、漫画や雑
誌は除く。）

考えられる成果

●1時間以上読書をして

いる生徒が全国平均を上
回っている。

これからの指導の方向性

●普段１時間以上読書をする生徒の割合が、全国平均を上回っている（忠岡中学
校：１４.０％、全国：９．６％）。読書をすることで、「問題を読む」力にもつながり、長

文読解力や無解答数の減少につながると考える。図書館活用も検討しつつ、読書
をする習慣の大切さに気づかせたい。

生徒アンケート

2時間以上 1時間以上、２時間より少ない 30分以上、1時間より少ない 10分以上、30分より少ない 10分より少ない 全くしない その他 無回答

忠岡中学校 5.6 8.4 6.5 6.5 8.4 60.7 0.0 3.7

全国 3.6 6.0 11.8 19.0 14.8 41.8 0.0 3.1



課題が見られる設問
（29‐2）あなたは自分がインターネットを使って情報を収

集する（検索する、調べるなど）ことができると思います
か。

考えられる課題

●肯定的回答が全国平
均に比べ、下回っている。

これからの指導の方向性

●全国平均と比べ、肯定的回答が大きく下回っている（忠岡中学校：８６.０％、全国：

９１．５％）。わからないことに出会った際に「調べる」習慣を身につけさせることが大
切である。授業を中心に調べる習慣を身に付けさせていくとともに、タブレットの利活
用を進め、子どもたちの活用能力の向上につなげたい。

生徒アンケート

当てはまる どちらかと言えば、当てはまる どちらかと言えば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答

忠岡中学校 43.0 43.0 7.5 5.6 0.0 0.9

全国 48.4 43.1 6.4 1.1 0.0 1.1



課題が見られる設問

（３３）１、２年生のときに受けた授業では、各教科な
どで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめ
る活動を行っていましたか。

考えられる課題

●肯定的回答が、全国平
均を大きく下回っている。

これからの指導の方向性

●全国平均と比べ、肯定的回答が大きく下回っている（忠岡中学校：５８．９％、全
国：７０．６％）。教師から生徒へ考えさせる発問の工夫などを行うとともに、班活動
やペア活動を取り入れ、自分の考えを表現する時間を授業内で増やしていく。

生徒アンケート

当てはまる どちらかと言えば、当てはまる どちらかと言えば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答

忠岡中学校 11.2 47.7 28.0 8.4 0.0 4.7

全国 20.2 50.4 24.0 4.2 0.0 1.1



課題が見られる設問

（３５）学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分
の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすること
ができていますか。

考えられる課題

●肯定的回答が、全国平
均を大きく下回っている。

これからの指導の方向性

●全国平均と比べ、肯定的回答が大きく下回っている（忠岡中学校：７１.０％、全

国：８４．７％）。忠岡中学校で継続して取り組んでいる、授業中の話し合い活動や
班活動をさらに充実させていく必要がある。今後も取組みを継続していくとともに、
班活動で仲間づくりを進め、話し合い活動の活性化につなげたい。

生徒アンケート

当てはまる どちらかと言えば、当てはまる どちらかと言えば、当てはまらない 当てはまらない 話し合う活動を行ってない その他 無回答

忠岡中学校 28.0 43.0 18.7 2.8 4.7 0.0 2.8

全国 35.1 49.6 10.5 2.5 1.1 0.0 1.2
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